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機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
紙

賞
は
中
野
「
指
金
」
が
受
賞
し
ま

し
た
。
「
指
金
」
は
2
0
0
4
年

度
に
機
関
紙
賞
を
受
賞
し
て
以
来

で
あ
る
と
と
も
に
、
Ａ
4
判
の
機

関
紙
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
返

り
咲
き
と
な
り
ま
し
た
。
Ａ
4
判

の
紙
面
に
当
初
は
違
和
感
が
も
た

れ
、
見
出
し
も
あ
ま
り
パ
ッ
と
せ

ず
、
記
事
も
少
な
か
っ
た
が
、
か

な
り
進
化
し
て
い
る
。
も
の
が
読

ま
れ
な
い
時
代
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
的

に
記
事
を
出
し

て
い
く
の
が
こ

れ
か
ら
の
行
き

方
か
も
し
れ
な

い
し
、
記
事
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー

も
そ
れ
な
り
に

あ
る
。
全
体
を

通
し
て
一
番
上

手
い
、
毎
年
上

手
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い

か
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
機
関

紙
賞
の
選
考
に

は
「
指
金
」
の

他
に
4
紙
が
候

補
に
上
が
り
、

最
後
に
残
っ
た
足
立
支
部
「
ち
か

ら
」
に
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

特
選
は
足
立
「
ち
か
ら
」
、
目

黒
「
け
ん
ち
く
」
、
渋
谷
「
け
ん

ち
く
」
、
杉
並
「
す
ぎ
な
み
」
、

町
田
「
建
設
ま
ち
だ
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
「
ち
か
ら
」
は
他
の
支

部
機
関
紙
が
国
民
的
課
題
を
取
り

上
げ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
な

か
で
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
た
こ
と
と
、
企
画
が

と
て
も
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
の
力

が
拮
抗
し
て

「
建
設
ま
ち
だ
」
は
非
常
に
読

み
や
す
く
、
新
年
号
で
は
、
事
業

承
継
に
つ
い
て
、
女
性
を
テ
ー
マ

に
し
て
お
り
、
じ
っ
く
り
読
ま
せ

る
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い

う
思
い
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

を
腰
を
落
ち
つ
け
て
取
材
し
て
い

る
感
じ
が
す
る
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
一
つ
ひ
と
つ
の
記
事
が

コ
ン
パ
ク
ト
で
読
み
切
り
サ
イ
ズ

と
な
っ
て
い
て
、
写
真
が
必
ず
記

事
に
つ
い
て
お
り
、
意
識
し
て
撮

影
さ
れ
、
表
情
も
良
い
。
全
体
と

し
て
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
と
好
評
で

し
た
。
5
年
連
続
で
機
関
紙
賞
を

受
賞
し
て
い
た
「
す
ぎ
な
み
」
は

見
出
し
の
使
い
方
が
効
果
的
で
、

き
れ
い
に
作
ら
れ
て
お
り
、
総
合

的
に
よ
く
で
き
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
が
、
紙
面
に
こ
れ
を
訴
え

た
い
と
い
う
熱
が
強
く
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
評
価
で
す
。

入
選
は
荒
川
「
お
れ
た
ち
」
、

板
橋
「
け
ん
せ
つ
北
部
」
、
世
田

谷
「
け
ん
ち
く
」
、
新
宿
「
し
ん

じ
ゅ
く
」
、
西
多
摩
「
鉾
杉
」
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
葛
飾
、
墨

田
、
江
戸
川
、
豊
島
、
北
、
狛
江
、

調
布
、
多
摩
・
稲
城
、
小
平
東
村

山
、
清
瀬
久
留
米
、
西
東
京
の
各

支
部
が
入
選
ま
で
の
選
考
対
象
に

挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
各
支

部
の
力
が
拮
抗
し
て
い
る
印
象
が

持
た
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
1
月
26
日
に
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
2
0
1
8
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
審

査
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
見
事
に
受
賞
し
た
の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
審
査

員
は
北
村
肇
日
本
機
関
紙
協
会
理
事
長
、
山
路
満
全
国
商
工
新
聞
編
集
長
、
山
下
正
人
全
建
総
連
教
宣

部
長
、
向
井
光
也
年
金
者
し
ん
ぶ
ん
編
集
長
（
前
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
）
、
上
原
誠
東
京
土
建
教
育

宣
伝
部
長
、
三
木
勉
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
、
以
上
6
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
分
会
紙
等
の
受
賞
に
関

し
て
は
「
け
ん
せ
つ
」
2
2
6
5
号
で
発
表
済
み
）

2
月
10
日
に
は
、
同
会
場
で
表
彰
式
を
行
な
い
、
新
聞
づ
く
り
に
つ
い
て
も
交
流
し
ま
し
た
。

審査員の皆さん。左から時計回りで、山路さん、北村
さん、向井さん、山下さん、上原さん、三木さん

機
関
紙
賞
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指
金
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野
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部
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選
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ち
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」
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支
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ち
く
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目
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支
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け
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ち
く
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渋
谷
支
部

「
す
ぎ
な
み
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杉
並
支
部

「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

入
選

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
し
ん
じ
ゅ
く
」
新
宿
支
部

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

記
事
賞
（
支
部
機
関
紙
よ
り
）

＊
以
下
、
敬
称
略

「
技
能
五
輪
世
界
大
会
第
3
位
」

岩
花
幸
信
（
足
立
）

「
一
泊
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
」

玉
井
恭
子
（
江
東
）

「
軍
事
郵
便
が
伝
え
る
戦
争
」
近

藤
日
登
美
（
世
田
谷
）

「
過
酷
な
現
場
仲
間
を
救
え
」
中

島
幸
市
（
調
布
）

「
組
合
と
共
に
歩
ん
だ
50
年
」
田

邉
英
雄
（
八
王
子
）

記
事
賞
（
「
け
ん
せ
つ
」
よ
り
）

「
6
百
万
円
目
標
に
驚
き
」
相
良

眞
理
（
豊
島
）

「
心
配
な
娘
の
家
庭
」
青
木
清
（
目

黒
）

「
娘
は
残
業
代
な
し
」
加
藤
行
夫

（
渋
谷
）

「
戦
争
す
る
国
に
ノ
ー
」
三
塚

茂
明
（
町
田
）

「
カ
フ
ェ
で
語
り
合
う
」
早
坂

順
子
（
西
東
京
）

忘
れ
え
ぬ
こ
と
（
「
け
ん
せ
つ
」

で
掲
載
）

「
夫
と
の
突
然
の
別
れ
」
大
嶋
清

子
（
豊
島
）

「
父
の
背
を
見
て
絶
句
」
出
井
章

史
（
港
）

「
取
引
先
の
心
遣
い
」
鎌
田
正
一

（
西
多
摩
）

「
手
伝
い
断
わ
り
映
画
に
」
山
田

光
政
（
八
王
子
）

「
仲
間
2
人
が
溺
死
」
安
立
孝
章

（
小
平
東
村
山
）

「
狭
窄
症
で
ど
ん
底
に
」
白
石
優

（
西
東
京
）

写
真
賞

森
和
夫
（
足
立
）

遠
藤
喜
世
志
（
江
戸
川
）

野
本
陽
子
（
豊
島
）

奈
良
憲
成
（
練
馬
）

村
松
澄
（
杉
並
）

田
中
邦
義
（
小
金
井
国
分
寺
）

奥
田
八
志
（
小
平
東
村
山
）

イ
ラ
ス
ト
賞

佐
藤
カ
ヅ
コ
（
渋
谷
）

内
田
夏
芽
（
世
田
谷
）

早
川
義
栄
（
新
宿
）

長
谷
川
重
之
（
清
瀬
久
留
米
）

機関紙賞に輝き喜びを語る
周佐教宣部長（中野）

詰
将
棋
の
解
答
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玉
�
5
一
竜
ま
で
5
手
詰
。

入
会
し
て
す
ぐ

「
い
な
ほ
」担
当

【
多
摩
・
稲
城
・
主
婦
・
梅
津

恵
美
さ
ん
】
主
婦
の
会
の
新
聞
、

「
い
な
ほ
」
が
去
年
と
連
続
し
て

賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
主
婦
の
会
に
入
っ
て
間

も
な
く
新
聞
づ
く
り
を
ま
か
さ
れ

て
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
な
が

ら
、
自
分
で
も
一
所
懸
命
勉
強
し

な
が
ら
何
と
か
や
っ
て
き
ま
し

た
。受
賞
の
喜
び
が
あ
る
一
方
で
、

少
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
マ
ス
コ
ミ
は

権
力
に
屈
服

【
西
多
摩
・
と
び
・
髙
山
勝
宏

さ
ん
】
今
朝
の
我
が
家
の
気
温
は

マ
イ
ナ
ス
5
度
、
1
時
間
半
か
け

て
こ
こ
（
本
部
）
に
来
ま
し
た
。

教
宣
担
当
書
記
が
替
わ
り
、
経
験

が
浅
い
中
で
作
っ
た
支
部
機
関
紙

「
鉾
杉
」
に
入
選
と
賞
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
午
前
中
の
樫
田
講
演
を
聞
い
て
）

で
っ
か
い
マ
ス
コ
ミ
と
い
う
の
は

権
力
に
負
け
る
ん
で
す
よ
ね
。
小

さ
い
か
ら
こ
そ
支
部
、
分
会
の
機

関
紙
は
大
き
な
役
割
が
あ
る
の
か

な
と
感
じ
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
を

取
り
上
げ
る

【
板
橋
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
野
崎
寿

江
さ
ん
】
新
年
号
に
限
ら
ず
、
仲

間
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
記
事

に
す
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
、
一
番

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
分
会

に
初
め
て
出
て
き
た
人
、
新
し
い

人
、
若
い
人
を

大
切
に
し
て
分

会
新
聞
に
取
り

上
げ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で

す
。
で
も
一
人
編
集
で
や
っ
て
い

る
と
疲
れ
て
来
て
し
ま
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

写
真
の
っ
て

組
合
活
動
へ

【
江
戸
川
・
内
装
・
遠
藤
喜
世

志
さ
ん
】
新
聞
に
写
真
が
載
っ
た

人
は
組
合
活
動
に
傾
い
て
く
れ
る

ん
で
す
よ
。
卑
下
す
る
わ
け
で
は

な
い
で
す
が
、
建
設
職
人
は
小
中

高
と
表
彰
な
ど
さ
れ
な
い
、
新
聞

に
写
真
な
ど
載
っ
た
こ
と
が
な
い

人
ば
か
り
で
す
。
写
真
で
新
聞
に

掲
載
す
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
す
。
個
人
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
と
読
者
も
ふ
え
ま
す
。
一

月
に
2
人
、
写
真
を

載
せ
た
ら
年
間
24

人
。
そ
の
人
た
ち
は

組
合
運
動
に
ひ
き
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。

梅津さん髙山さん

拾
い
上
げ
て

発
信
す
る

【
練
馬
・
内
装
・
三
角
真
弓
さ

ん
】
（
リ
ニ
ア
新
幹
線
関
連
工
事

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
環
境
破
壊
に

抗
議
す
る
歌
を
張
り
の
あ
る
声
で

歌
っ
た
後
）
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上

げ
な
い
こ
と
を
、
11
万
人
の
東
京

土
建
の
分
会
か
ら
広
げ
て
い
く
力

が
機
関
紙
に
は
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
ど
こ
で
も
拾
っ
て
く
れ
な
い

こ
と
を
拾
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が

機
関
紙
は
で
き

る
と
思
う
ん
で

す
。
発
信
す
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
新
聞
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

機
関
紙
賞
を

ね
ら
い
た
い

【
渋
谷
・
看
板
・
加
藤
行
夫
さ

ん
】
こ
の
何
年
間
か
特
選
、
入
選

で
、
機
関
紙
賞
を
ね
ら
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
支
部
機
関
紙
「
け
ん

ち
く
」
は
特
選
で
し
た
。
今
回
、

中
野
の
「
指
金
」
が
（
「
す
ぎ
な

み
」
の
連
覇
を
止
め
て
）
機
関
紙

賞
に
な
っ
た
こ
と
は
希
望
が
も
て

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
6
支
部
の
機

関
紙
が
す
べ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
し

な
が
ら
、
東
京
土
建

の
機
関
紙
活
動
を
引

っ
張
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

三角さん 野崎さん

遠藤さん加藤さん

表
彰
後
交
流
会
で
の
仲
間
の
声

表
彰
後
交
流
会
で
の
仲
間
の
声

記
事
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
的
に
出
す

Ａ
４
判
に
な
り
初
の
受
賞


